
第 233号 令和５年８月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

❻❻ ❺❺

【
南な

ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

七
月
六
日
か
ら
七
日
の
二
日
間
、
標

高
約
二
、七
〇
〇
㍍
に
位
置
す
る
伊
那

市
長は

せ谷
黒く
ろ
こ
う
ち

河
内
国
有
林
の
南
ア
ル
プ
ス

仙
丈
ヶ
岳
、
馬
の
背
ヒ
ュ
ッ
テ
周
辺
に

お
い
て
、
南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
協
議

会
（
以
下
「
協
議
会
」）
会
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
総
勢
三
十
五
名
に
よ
り
、

貴
重
な
高
山
植
物
等
を
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

食
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
防
鹿
柵
設

置
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
に
長
野
県
、
伊
那
市
、

飯
田
市
、
富
士
見
町
、
大
鹿
村
、
信
州

大
学
農
学
部
と
当
署
に
よ
り
協
議
会
が

発
足
し
、
翌
二
十
年
か
ら
防
鹿
柵
の
設

置
作
業
が
行
わ
れ
、
今
年
で
十
六
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
設
置
箇
所

を
徐
々
に
増
や
し
、
現
在
で
は
十
六
箇

所
、
総
延
長
は
一
、八
四
七
㍍
に
及
ん

で
お
り
、
防
鹿
柵
の
中
で
は
、
ミ
ヤ
マ

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
等
が

生
育
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
初
日
は
朝
八
時
に
伊
那
市
長
谷

の
南
ア
ル
プ
ス
運
行
バ
ス
発
着
場
を
出

発
し
、
北き

た
ざ
わ沢
峠と
う
げま
で
バ
ス
で
移
動
、
そ

こ
か
ら
徒
歩
で
約
三
時
間
か
け
て
、
作

業
場
所
の
馬
の
背
ヒ
ュ
ッ
テ
に
到
着

し
ま
し
た
。
作
業
内
容
の
説
明
後
、
植

生
保
護
の
た
め
に
底
の
柔
ら
か
い
地

下
足
袋
や
ス
ニ
ー
カ
ー
等
に
履
き
替

え
、
三
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
は
雪
解
け
が
早
く
、
例
年
よ
り

残
雪
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
よ
る
高
山
植
物
の
食
害
が
危

惧
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
被
害
は
見
ら

れ
ず
、
両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
無

事
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
下
山
時
に
は
、
ハ
イ
マ
ツ

か
ら
姿
を
見
せ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子

と
出
会
い
、
富
士
山
や
、
北き

た
だ
け岳

、
間あ

い
のノ

岳だ
け
、
鳳ほ
う
お
う凰
三さ
ん
ざ
ん山
な
ど
の
南
ア
ル
プ
ス
を

代
表
す
る
雄
大
な
山
々
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
仙
丈
ヶ
岳
を
訪
れ
る
登
山

者
の
皆
さ
ん
も
可
憐
に
咲
く
花
々
た
ち

や
素
晴
ら
し
い
風
景
等
に
癒
や
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
九
月
下
旬
に
は
、
防
鹿
柵
の

支
柱
を
外
し
、
ネ
ッ
ト
を
下
げ
る
な
ど

の
冬
支
度
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

ハイマツから姿を見せた南アルプスのライチョウ

南
ア
ル
プ
ス
の

　
高
山
植
物
を
守
ろ
う
！

�

仙せ
ん
じ
ょ
う
が
だ
け

丈
ヶ
岳
の
防ぼ

う
ろ
く
さ
く

鹿
柵
設
置
作
業



国
有
林
の
現
場
の
最
前
線
で
、
働
く

森
林
官
の
仕
事
や
、
管
轄
す
る
地
域

の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
林
官
か
ら
の
便
り

令和５年８月 第 233号〈シリーズ／森林官からの便り〉〈シリーズ／森林官からの便り〉

❻❻

【
南
信
森
林
管
理
署

�
伊い
な
さ
と
那
里
森
林
事
務
所
】

�

首
席
森
林
官　

下し
も
じ
ま島�

秀ひ
で

典の
り

　

伊
那
里
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県

伊い

な那
市し

長は

せ谷
に
所
在
し
、
近
く
に
は
ゼ

ロ
磁
場
で
有
名
な
分ぶ

ん
く
い
と
う
げ

杭
峠
が
あ
り
ま

す
。
山
梨
県
や
静
岡
県
と
の
境
と
な
る

南
ア
ル
プ
ス
北
部
、
中
央
部
の
国
有
林

を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

管
轄
し
て
い
る
の
は
、
伊い

な那
谷だ
に

森
林
計

画
区
の
黒く

ろ
こ
う
ち

河
内
・
塩し
お
ざ
わ沢
・
浦う
ら

国
有
林
で
、

面
積
は
合
わ
せ
て
約
二
〇
、二
四
〇
㌶ 

を
有
し
、面
積
の
約
三
割
が
人
工
林
で
、

管
内
の
多
く
は
天
然
林
と
高
山
帯
が
占

め
て
い
ま
す
。

　

管
内
に
は
日
本
百
名
山
に
も
選
ば
れ

て
い
る
仙せ

ん

丈じ
ょ
う
が
だ
け

ヶ
岳
や
塩し
お
み見
岳だ
け

が
あ
り
、

登
山
や
観
光
地
と
し
て
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

人
工
林
の
割
合
が
少
な
い
管
内
で
は

あ
り
ま
す
が
、
間
伐
や
造
林
と
い
っ
た

請
負
事
業
で
は
、
監
督
職
員
と
し
て
国

が
、
ふ
と
周
囲
を
見
渡
す
と
目
に
映
る

南
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
に
癒
や
さ
れ
な
が

ら
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
な
業
務
と
し
て
ニ
ホ
ン

ジ
カ
被
害
対
策
が
あ
り
ま
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
協
議
会
に
よ

る
仙
丈
ヶ
岳
馬
の
背
ヒ
ュ
ッ
テ
周
辺
で

の
防ぼ

う
ろ
く
さ
く

鹿
柵
の
設
置
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
食
害
対
策
を
適
確
か
つ
効
率
的

に
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
伊
那
市
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
森
林
官
と
し
て
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
被
害
の
現
状
を
ご
理
解
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
大
変
な
作
業
を
晴
れ

や
か
な
表
情
で
行
う
姿
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

色
々
な
業
務
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域

に
親
し
ま
れ
る
国
有
林
を
意
識
し
て

日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メッ
セ
ー
ジ

　

地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
特
色
が
あ

り
、
魅
力
的
な
国
有
林
で
の
仕
事
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
就
職
先
の
候
補
に
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

有
林
野
で
の
作
業
の
確
認
、
指
示
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
場
は
急
傾
斜
地
も
多
く
、
移
動
に

あ
た
っ
て
は
体
力
だ
け
で
な
く
、
足
下

の
確
認
や
足
場
の
確
保
が
必
要
で
す 造林地より仙丈ヶ岳を望む

ボランティアによる防鹿柵の設置造林地での監督業務（右が筆者）



シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

第 233号 令和５年８月

「
ら
い
ち
ょ
う
の
森
」

■
自
己
紹
介

　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）
四
月

二
十
九
日「
み
ど
り
の
日
」に
、
水
道
や

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
を
製
造
す
る
新
本
社
工

場
の
敷
地
約
四
万
平
方
㍍
の
一
角
に
社

員
・
家
族
・
協
力
会
社
・
旧
地
権
者
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
一
千
本
の
苗

木
を
植
え
、
三
十
年
後
に
は
、
緑
豊
か

な
森
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
「
ら
い

ち
ょ
う
の
森
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　

植
樹
し
た
木
々
は
、
栃と
ち

の
木
・
朴ほ
お

の

木
・
ナ
ナ
カ
マ
ド
・
白
し
ら
か
ん
ば樺・
コ
ナ
ラ
・

雪ゆ
き

柳や
な
ぎ・
山や
ま
ぶ
き吹
・
黒く
ろ
も
じ
文
字
・
白し
ろ

文も

じ字
・
檀だ
ん

香こ
う

梅ば
い・
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
・
サ
ン
シ
ュ
ユ
・

辛こ
ぶ
し夷
・
マ
ル
メ
ロ
・
樫か
し

・
冬そ
よ

青ご

な
ど
、

工
場
内
に
植
え
る
行
儀
の
良
い
木
で
な

く
、
信
州
の
山
中
に
自
生
す
る
よ
う
な

木
を
多
く
選
び
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
イ

ツ
唐と

う

檜ひ

も
植
樹
し
ま
し
た
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

大
切
に
す
べ
き
は
、緑
を
守
る
こ
と
。

ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
ア
フ
リ
カ
を
出
て

七
万
年
に
な
り
ま
す
。
自
然
と
共
に
生

活
を
し
て
い
た
人
類
が
文
明
を
手
に

し
、
都
市
を
作
り
、
森
林
を
伐
採
し
、

Ｃ
Ｏ
２

は
産
業
革
命
よ
り
遥
か
前
、

七
千
年
前
位
か
ら
上
昇
し
て
い
ま
す
。

人
類
が
、
地
上
の
緑
を
略
奪
し
た
か
ら

で
す
。

　

地
球
の
酸
素
は
、
緑
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
恩
恵
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。「
ら
い
ち
ょ
う
の
森
」を

訪
れ
た
鬼
フ
ス
ベ
や
鵟
、
青
大
将
達
に

出
会
い
、
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。

〇
連
絡
先

　

本
社
／
松
本
市
和
田
３
９
６
７
‒
１
０

　

電
話
／
０
２
６
３
‒
４
８
‒
１
１
２
１

　

https://w
w
w
.toyo-keiki.co.jp/

■
活
動
内
容

　

以
来
三
十
余
年
が
経
過
し
、
立
派
な

森
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
除
草
剤
は

一
切
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、
下
草
は
手

で
刈
り
取
り
、
自
然
に
任
せ
た
腐
葉
土

が
堆
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ら
い

ち
ょ
う
の
森
」
は
、
人
間
以
上
に
動
植

物
に
人
気
が
あ
る
よ
う
で
、
思
い
も
よ

ら
ぬ
キ
ノ
コ
「
鬼お

に

フ
ス
ベ
」
や
、
鷹
の

一
種
で
あ
る
鵟の

す
りが
巣
を
作
り
、
子
を
育

て
て
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
鳶と
び

や

烏か
ら
すも
ド
イ
ツ
唐
檜
の
森
が
好
き
で
、
春

が
来
る
と
森
の
上
で
領
空
権
を
争
っ
て

闘
っ
て
い
ま
す
。
鶯
う
ぐ
い
す・
郭か
っ
こ
う公
・
杜ほ
と
と
ぎ
す鵑・

小こ

げ

ら

啄
木
鳥
・
メ
ジ
ロ
・
シ
メ
・
百も

ず
舌
鳥
・

カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
・
ヒ
ヨ
ド
リ
・
椋む
く
ど
り鳥
な
ど

が
飛
来
し
、
鳥
達
が
落
と
し
て
い
っ
た

の
か
、
森
に
「
紫
し
め
じ
」
が
沢
山
の

コ
ロ
ニ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

六
年
く
ら
い
前
か
ら
、
森
の
中
に
蛇

が
生
息
し
て
い
ま
す
。
生

垣
の
上
で
気
持
ち
良
さ
そ

う
に
体
干
し
を
し
て
い
る

所
を
撮
影
、
全
長
二
㍍
あ

る
、大
物
の
青
大
将
で
す
。

「
東
洋
計
器
の
ア
ナ
コ
ン

ダ
」
と
呼
称
し
、
守
り
神

と
し
て
い
ま
す
。

東洋計器株式会社
会長

土
つ ち だ

田　泰
やす

秀
ひで

〈シリーズ「私の森語り」〉〈シリーズ「私の森語り」〉

動植物や社員の憩いの場となる
緑豊かな森に（2020年）

植樹直後の「らいちょうの森」
（1990年）

当社のガスメーターと
鬼フスベ

守り神の青大将守り神の青大将

❼❼❽❽



今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
総
務
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第28回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

令和５年８月 第 233号

「
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
」

　

森
林
の
見
回
り
、
現
地
確
認
は
国
有
林
の
業
務
の

中
で
日
常
的
に
行
わ
れ
ま
す
が
、「
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
」

「
山
岳
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
は
特
に
高
山
植
物

保
護
の
た
め
の
巡
視
活
動
や
登
山
者
へ
の
呼
び
か
け

の
際
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

北
ア
ル
プ
ス
の
上
高
地
は
大
正
五
年
に
保
護
林
が

設
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
松
本
営
林
署
（
中
信
森
林

管
理
署
）
に
よ
り
高
山
植
物
盗
掘
等
取
締
の
為
の
詰
所

（
小
屋
）が
作
ら
れ
、
巡
視
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
山
営

林
署
（
飛
騨
森
林
管
理
署
）
で
も
大
正
時
代
か
ら
高
山

植
物
の
保
護
管
理
活
動
が
行
わ
れ
、
乗
鞍
岳
に
は
高

山
植
物
監
視
所
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
富
山
営
林

署（
富
山
森
林
管
理
署
）、
飯
田
営
林
署（
南
信
森
林
管

理
署
）
な
ど
の
高
山
地
帯
を
管
轄
す
る
各
地
の
営
林
署

管
内
で
も
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
は
職
員
の
ほ
か
、
非
常
勤
の
森

林
保
護
員
、
学
生
・
社
会
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
々

な
ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
巡
視
、
入
山
者
へ
の
指
導・

啓
発
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
時
代
と
共
に
形
式

や
課
題
に
変
化
は
あ
り
ま
す
が
、
入
山
者
と
国
有
林

の
間
を
取
り
持
つ
役
割
も
あ
り
、
い
つ
の
時
代
も
苦

労
が
絶
え
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
聞
か
れ
ま
す
。

無線を携帯しての森林パトロール
（昭和30年代後半・旧長野営林局管内）

パトロールの様子
（昭和44年・現在の南信森林管理署管内）

パトロールの七つ道具①のぼり②ハンドマイク③腕章④パ
ンフレット⑤配布用グッズ（カード、バッジ、リボン）⑥保
安帽⑦登山者の意見をもらう「らくがき帳」

（昭和49年・現在の飛騨森林管理署管内）

❽❽



第 233号 令和５年８月

中
部
の
保
護
林（
第
　回
）

シリーズ

28

　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
　読み込んでください。

所在地所在地
　岐阜県 揖斐郡 揖斐川町　岐阜県 揖斐郡 揖斐川町

★★

揖
斐
川
最
上
流
部
に
広
が
る
ブ
ナ
の
天
然
林

揖
斐
川
最
上
流
部
に
広
が
る
ブ
ナ
の
天
然
林

三
周
ヶ
岳
ブ
ナ 

生
物
群
集
保
護
林

三
周
ヶ
岳
ブ
ナ 

生
物
群
集
保
護
林

設
定
目
的

設
定
目
的

　　
三三さ
ん
し
ゅ
う
が
た
け

さ
ん
し
ゅ
う
が
た
け

周
ヶ
岳

周
ヶ
岳
（
一
、二
九
二
㍍
）
の
周
辺

（
一
、二
九
二
㍍
）
の
周
辺

に
は
、
ブ
ナ
を
主
体
と
し
た
広
葉
樹
の
原

に
は
、
ブ
ナ
を
主
体
と
し
た
広
葉
樹
の
原

生
的
な
天
然
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

生
的
な
天
然
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
希
少
な
ブ
ナ
の
群
落
を
有
す

　
こ
れ
ら
の
希
少
な
ブ
ナ
の
群
落
を
有
す

る
森
林
の
保
護
・
管
理
を
一
体
的
に
行
っ

る
森
林
の
保
護
・
管
理
を
一
体
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　　地
況
・
林
況

地
況
・
林
況

　
当
保
護
林
は
、
岐
阜

　
当
保
護
林
は
、
岐
阜･･

福
井
県
境
に
近

福
井
県
境
に
近

い
三
周
ヶ
岳
の
周
辺
及
び
同
山
の
北
東
方

い
三
周
ヶ
岳
の
周
辺
及
び
同
山
の
北
東
方

面
に
広
が
っ
て
お
り
、

面
に
広
が
っ
て
お
り
、
揖揖い
び
が
わ

い
び
が
わ
斐
川
斐
川
最
上
流
部

最
上
流
部

の
岩
肌
が
露
出
し
て
い
る
尾
根
部
と
沢
部

の
岩
肌
が
露
出
し
て
い
る
尾
根
部
と
沢
部

が
入
り
組
ん
だ
、
急
峻
な
地
形
が
見
ら
れ

が
入
り
組
ん
だ
、
急
峻
な
地
形
が
見
ら
れ

ま
す
。

ま
す
。

　
日
本
海
側
気
候
の
影
響
を
強
く
受
け
、

　
日
本
海
側
気
候
の
影
響
を
強
く
受
け
、

年
間
降
水
量
は
約
二
、八
〇
〇
㍉
㍍
と
、

年
間
降
水
量
は
約
二
、八
〇
〇
㍉
㍍
と
、

岐
阜
県
内
で
も
多
雨
地
域
に
あ
た
り
ま

岐
阜
県
内
で
も
多
雨
地
域
に
あ
た
り
ま

す
。
す
。

　
林
内
に
は
、
ブ
ナ
な
ど
落
葉
高
木
の
老

　
林
内
に
は
、
ブ
ナ
な
ど
落
葉
高
木
の
老

木
上
に
着
生
す
る
希
少
種
の
ヤ
シ
ャ
ビ

木
上
に
着
生
す
る
希
少
種
の
ヤ
シ
ャ
ビ

シ
ャ
ク
（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
落
葉
低
木
）

シ
ャ
ク
（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
落
葉
低
木
）

も
生
育
し
て
い
ま
す
。

も
生
育
し
て
い
ま
す
。

ヤシャビシャクヤシャビシャク

❾❾❿❿



編 集 長 だ よ り
（中部の森林へのご意見・ご要望等
の投稿は、migoro＠maff.go.jp
まで電子メールでお送りください。）

令和５年８月 第 233号

　６月21日の早朝、公用車を運転し、松本経由で飛騨に向かいました。
　４月のフォトコン表彰式で初めてお会いした飛騨市森林組合の井端さんは、
とても気さくな方で、「今後とも現場の従業員に寄り添って、林業の魅力を若
い世代に伝え、伝承できるよう努力していきたい」との熱いメッセージを聞
いて、絶対に現地取材させてもらいたいと思いました！
　飛騨の森林や林業、広葉樹材の取組など、どれも魅力的でしたが、一緒に
働きたい、過ごしたいと思う「人」が職場や地域にいることが最大の魅力だ
と私は感じました。
　取材当日、フォトコン写真の新人さんは、遠い現場で作業しており、お会
いすることはできませんでしたが、いつかまた、林業の現場で活躍する姿を
見せていただきたいと思います。
　これからもフォトコン作品から繋がる林業の魅力を随時お伝えします！

　

昨
年
度
の
「
中
部
の
森も

り林 

林
業
従
事

者
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
フ
ォ
ト
コ
ン
）」

に
お
い
て
、
本
作
品
で「
優
秀
賞
」を
受

賞
さ
れ
た
飛
騨
市
森
林
組
合
の
井い

ば
た端

さ

ん
に
、
撮
影
し
た
当
時
の
想
い
や
今
年

度
の
事
業
に
つ
い
て
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
作
品
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　

静
岡
県
の
普
通
高
校
か
ら
飛
騨
市
森

林
組
合
に
就
職
し
て
く
れ
た
新
人
さ
ん

が
、
時
間
を
か
け
な
が
ら
も
伐
倒
す
る

方
向
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
、
安
全

第
一
で
木
と
向
き
合
う
様
子
を
捉
え
た

一
枚
で
す
。

　

私
は
普
段
、
事
務
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、「
林
業
を
知
る
た
め
に
は
、

現
場
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

二
年
ほ
ど
前
か
ら
現
場
に
足
を
運
ん
で

い
ま
す
。
大
き
な
木
を
伐
倒
し
て
い
る

場
面
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も
頑

張
っ
て
い
る
新
人
さ
ん
の
真
剣
な
表
情

が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
林
業
の
現
場
を
取
材
し
て
み
て
！

　

事
業
地
で
あ
る
飛
騨
市
神か

み
お
か
ち
ょ
う

岡
町
の

六
十
年
生
の
人
工
林
を
ご
案
内
い
た
だ

き
、
間
伐
材
の
搬
出
作
業
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
地
の
面
積
は
約
二
十
五
㌶
、
森

林
所
有
者
は
二
十
六
名
い
る
と
の
こ
と

で
、
間
伐
す
る
木
は
、
所
有
者
ご
と
に

材
積
を
調
査
し
、
同
意
を
得
て
か
ら
伐

採
す
る
と
の
こ
と
。

　

作
業
チ
ー
ム
は
三
人
体
制
で
、
山
の

中
で
伐
採
し
た
間
伐
材
を
タ
ワ
ー
ヤ
ー

ダ
の
搬
器
に
取
り
付
け
て
運
ぶ
人
、
運

ば
れ
て
き
た
間
伐
材
を
ハ
ー
ベ
ス
タ
で

造
材
す
る
人
、
木
材
を
町
ま
で
運
搬
す

る
人
と
、
作
業
が
分
担
さ
れ
て
お
り
、

林
業
機
械
を
使
っ
た
効
率
の
良
い
連
携

作
業
で
し
た
。

　

現
場
を
よ
く
知
る
新に

っ
た田
事
業
管
理
課

長
か
ら
「
林
業
機
械
の
中
で
も
特
に

ハ
ー
ベ
ス
タ
の
操
作
に
は
セ
ン
ス
が
必

要
で
、
こ
の
現
場
で
は
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
が
操
作
し
、
作
業
の
隙
間
時
間
を

利
用
し
て
造
材
し
た
木
材
の
末
口
直
径

も
測
る
」と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

安
全
確
認
を
第
一
と
し
て
、
次
か
ら

次
へ
と
材
を
搬
出
す
る
無
駄
の
な
い
動

作
、
連
携
作
業
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

み
ん
な
で
頑
張
っ
て
成
果
を
出
す
活
気

あ
る
職
場
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

◇
飛
騨
市
森
林
組
合
の
ご
紹
介
◇

　
飛
騨
市
は
広
葉
樹
林
が
多
く
、
森
林

組
合
で
は
、
ナ
ラ
等
の
薪
の
製
造
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
飛
騨
市
広

葉
樹
活
用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に

参
画
し
、
地
域
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る

多
種
多
様
な
広
葉
樹
材
の
価
値
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
従
業
員
の
平
均
年
齢
は
四
十
二
歳

で
、
最
先
端
の
林
業
機
械
を
積
極
的
に

導
入
す
る
な
ど
、
地
域
林
業
の
更
な
る

発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

取
材
協
力
／
飛
騨
市
森
林
組
合

電
話
／
０
５
７
７
‒
７
４
‒
２
０
３
０

https://hida-forest.org/

フ
ォ
ト
コ
ン
作
品
か
ら
も
っ
と

�

伝
え
た
い
林
業
の
魅
力
！

森林組合として全国で初導入したオーストリア製の
タワーヤーダ（キャタピラ式）は、悪路や狭所の多
い作業道をリモコン操作で自走でき、現場で活躍
しています！

作品名：「真剣勝負」

井端さん

民有林の

❿❿



東信森林管理署
（佐久市）

中信森林管理署
（松本市）

南木曽支署
（木曽郡南木曽町）

木曽森林管理署
（木曽郡上松町）

飛騨森林管理署
（高山市）

岐阜森林管理署
（下呂市）

東濃森林管理署
（中津川市）

名古屋事務所
（名古屋市）

愛知森林管理事務所
（新城市）

森林技術・支援センター
（下呂市）

木曽森林ふれあい推進センター
（木曽郡木曽町）

伊那谷総合治山事業所
（飯田市）

中部森林管理局
（長野市）

富山森林管理署
（富山市）

北信森林管理署
（飯山市）

南信森林管理署
（伊那市）

（　）は庁舎所在市町村

中
部
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
以

下
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

メールマガジンに登録いただくと、広報「中部の森林」を  

発行日と同時にデジタル版を毎月配信します。 

（毎月 10 日発行※編集の都合で、発行日が遅れることもあります） 

登 録 サイト  https://mailmag.maff.go.jp/m/entry  
 

c_nagoya@maff.go.jp 
c_toyama@maff.go.jp 
c_hokushin@maff.go.jp 
c_chushin@maff.go.jp 
c_tohshin@maff.go.jp 

c_nanshin@maff.go.jp 
c_kiso@maff.go.jp 
c_nagiso@maff.go.jp 
c_hida@maff.go.jp 
c_gifu@maff.go.jp 
c_tohno@maff.go.jp 
c_aichi@maff.go.jp  

c_gijutsus@maff.go.jp  
kiso-fureai@maff.go.jp 

〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 
〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島5473-8
〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1  

発行：林野庁 中部森林管理局 

編集：総務課 広報 

〒 380-8575 長野県長野市栗田 715-5
電話：026-236-2531  
Mail：migoro@maff.go.jp  
http://rinya.maff.go.jp/chubu/ 

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー TEL 050-3160-6095
木曽森林ふれあい推進センター TEL 0264-22-2122
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 TEL 050-3160-6075

中部森林管理局
ホームページ

広報
「中部の森林」

用語の解説
本誌文中に掲載して
いる主な専門用語・
業界用語を解説。

本誌に使われている紙は、日本の森林を育てるために間伐材を積極的に使用しています。

第 215号 令和４年２月


